










































































































































































































なったか、そのプロセスを伝える史料は見当たらない。ところが、鎌倉中期弘長 3 (1263) 年
の一史料に大和国各地に点在する 63 名もの鍛冶師が東大寺本座に所属と明記されている事


















































に居住する郷町が 12 世紀初までに生成していた。康和 4 (1102) 年のこととして一史料 32) に
みえる同寺「四面郷」はその結果を示すものであり、おそらく境内東西南北を囲むに近い形
で成立していたと思われる。この郷町は南都焼打で、東大寺郷とともに一旦灰と化すが、同








































































また、市座については 15 世紀冒頭の応永 14 (1407) 年興福寺大乗院郷南市に、魚・絹・小















































影響力を与える存在になったことは否定できまい。そして、平安末永万元 (1165) 年神 官諸
社年貢注文 46) に「宇豆宮上馬二匹」と見え、さらに約 30 年後の後述『吾妻鏡』元暦元






































































































































都宮当主が社務職を担いつづけ、文明 18 (1486) 年から翌年に京都聖護院道興が同地を二度
訪れて句会に参加し 57)、永正 6 (1509) 年には連歌師宗長が社参していること 58) などから推せ
ば、同社が中世末まで鎌倉以来の勢力を堅持していたといってよいだろう。又、永享 11 (1439)























































きるにすぎない。しかし、日吉大社の検討のさい触れたように、すでに 12 世紀保延 2 (1136)
年段階で日吉大社の神人は全国各地の庶民や有力者さらには中下級貴族をもターゲットとし



































































































































































































舎出版、1978 年、辻善之助『日本仏教史』1 ～ 6 巻、岩波書店、1944 ～ 1951 年、『京都の歴史』
1 ～ 3 巻、京都市、1968 ～ 1969 年、などを参照。以下の記述はとくに断らない限りこれらの文
献に負っている。
4) 盧山寺文書、天禄元年 7 月 16 日天台座主良源起請（『平安遺文』303 号文書）。
5) 多武峯については『多武峯略記』第 8、（『群書類従』436 卷）を、 園については『日本紀略』天
延 2 年 5 月 7 日条を参照。
6) 拙著『日本通史』I（山川出版社、1986 年）第 4 章参照。
7) 日吉大社については『新修大浦市史』全 10 卷、大津市、1978 ～ 87 年。辻博之「中世における近
江坂本の発展と都市景観」（『ヒストリア』88 号）、『近江国輿地志略』（『大日本地誌大系』所収な
どを参照。以下の記述はとくに断らない限りこれらの文献に負っている。）
8) 『扶桑略記』延久 3 年 10 月 29 日条、および『耀天記』（『続群書類従』48 卷）。
9) 書陵部蔵壬生文書、保延 2 年 9 月日明法博士勘文案（『平安遺文』2350 号文書）。
10) 園感神院については、『京都の歴史』1 ～ 3 巻（注 3) 所掲）、岡田精司『京の社』、塙書房、
2000 年、所功『京都の三大祭』角川書店、1996 年などを参照。以下の記述はとくに断らない限
り、これらの著述に多く負っている。
11) 神田孝平所蔵文書、寿永 3 年 3 月日感神院所司等解（『平安遺文』4145 号文書）。
12) 生源寺文書、仁安 2 年 2 月日延暦寺政所下文（『平安遺文』3420 号文書）。
13) 注 4) 参照。
14) 書陵部蔵壬生文書、治承 2 年 7 月 18 日太政官符案（『平安遺文』3852 号文書）、建久 2 年 3 月 28
日後鳥羽天皇宣旨（『鎌倉遺文』528 号文書）ほか。
15) 勝野隆信『僧兵』（日本歴史新書）、至文堂、1955 年。
16) 比叡山延暦寺については同書僧歌 295 番、霊験所歌 312 番、日吉社については神分 242 番・243
番・244 番・247 番・266 番、神社歌 548 番・549 番、 園社については神分 255 番・266 番など
に見られる。
17) 注 15) 所掲書参照。
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18) 以下都市奈良および諸寺社については『奈良市史』1・2 卷、奈良市、1990、1994 年、永島福太
郎『奈良』（日本歴史叢書）、吉川弘文館、1963 年、辻善之助『日本仏教史』1 ～ 6 卷（注 3) 所掲）
などを参照。以下の記述は特に断らない限り、これらの文献に負っている。
19) 東南院文書、天喜 4 年 5 月 3 日官宣旨案（『平安遺文』799 号文書）。
20) 注 6) 参照。
21) 醍醐寺文書、弘長 3 年 11 月日東大寺鍛治本座交名。本文書は、田中稔「醍醐寺所蔵『諸尊道場観
集』紙背文書」（『研究紀要』7 号、醍醐寺文化財研究所、1985 年）ではじめて紹介された。
22) 『続群書類従』930 卷。




25) 『東大寺』三（『奈良六大寺大観』）解説 18 ～ 23 頁、岩波書店、1972 年。
26) 東京大学所蔵東大寺文書、承安 5 年 5 月 24 日阿部利宗起請文（『平安遺文』3689 号文書）。
27) 百卷本東大寺文書、久安 6 年 8 月 25 日橘行長家地売券（『平安遺文』2707 号文書）。
28) 注 29) 参照。なお、次に述べる東大寺郷の変容については永村眞氏の御教示による。
29) 東大寺文書文和 4 年 8 月日東大寺七郷々民等申状（『大日本古文書・東大寺文書之五』153 号文書）、
および『大乗院寺社雑事記』7 卷（『増補続史料大成』32 卷、臨川書店、1978 年）文明 12 (1480)
年 6 月 19 日条を参照。











33) 中臣祐賢『春日社記録』2 卷、文永 4 年 7 月 22 日条。『増補続史料大成』48 卷、臨川書店、1979
年。
34) 『後拾遺往生伝』上 20 興福寺竜花院上人条、『日本思想大系』7『往生伝・法華験記』岩波書店、
1974 年。
35) 『大乗院寺社雑事記』2 卷（注 29) 所掲書 27 卷、同上書店、同上年）長禄 3 年 9 月 30 日条所見。
36) 中臣祐春『春日社記録』3 卷、弘安 6 年 9 月 8 日条（注 33）所掲書 49 卷、同上書店、同上年。
及び『大乗院寺社雑事記』6 卷（注 29) 所掲書 31 卷、同上書店、同上年）文明 6 年 10 月 19 日条
参照。
37) 『大乗院日記目録』（注 29) 所掲書 37 卷所収、同上書店、同上年）乾元元年の条参照。
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38) 注 30) 所引書、応永 21 年条所見。
39) 「今在家市」は『多聞院日記』2 卷（臨川書店、1978 年）永禄 10 年 12 月 6 日条所見、「天害（手
掻）市」は『二条宴乗日記』（東京大学史料編纂所架蔵写本）永禄 11 年正月 13 日条所見。
40) 内閣文庫蔵大乗院文書『三箇院家抄』所見。
41) 注 21) 参照。
42) 例えば『大乗院寺社雑事記』10 卷（注 29) 所掲書 31 卷、同上書店、同上年）延徳 4 年正月 8 日条
には、
夜伝（転）害焼亡、紙屋ヨリ出火之、宿屋六七間大焼亡也、
と見え、延徳 4 (1492) 年当時、この火事で焼けたものだけで 6 軒の宿屋が集まっていたことが知
られる。
43) 新城常三『新稿寺社参詣の社会経済史的研究』、塙書房、1982 年。
44) 以下宇都宮二荒山神社については、『栃木県史』通史編 3・4 卷、栃木県、1984 年・1981 年、同
史料編古代・中世 1・2・3・4・5、同県、1973 年・1975 年・1978 年・1979 年、1976 年、『宇都
宮市史』2 卷（中世資料編）・3 卷（中世通史編）・4・5 卷（近世資料編 1・2）・6 卷（近世通
史編）、宇都宮市、1980 年・1981 年・1980 年・1981 年・1982 年、『宇都宮二荒山神社誌』通史
編・資料編・『宇都宮二荒山神社』図録編、宇都宮二荒山神社、1990 年・1988 年・1988 年など
を参照。以下同社にかんする記述はとくに断らないかぎり、これらの文献・史料集によっている。
45) 『続群書類従』152 卷。
46) 永万文書、永万元年 6 月日神 官諸社年貢注文（『平安遺文』3358 号文書）。
47) 『吾妻鏡』同年 5 月 24 日条。
48) 『平家物語』卷 5、早馬、『吾妻鏡』寿永元年 8 月 13 日条、元暦元年 5 月 1 日条ほか。
49) 『宇都宮志料』（東京大学史料編纂所架蔵写本）および『宇都宮町故実抄』（国会図書館架蔵写本）
など。
































年 6 月 28 日の、
造東大寺間事……宛御家人、可致造立云々。所謂観音、宇都宮左衛門尉朝綱法師（下略）
















直接立証するものはないが、15 世紀から 16 世紀に 5 度にわたって宇都宮社殿の造替が行われた














正綱が文明 9 (1477) 年に奉納したと考えられる、仮名本『日光山並当社縁起』と称する物語絵巻











歌大観』7 卷、私家集編 III、角川書店、1989 年）所収の一首に付された詞書に
宇都宮大明神、御本地馬頭観音、等身泥仏につくりまゐらせて、彼神宮寺に安置したてま
つりて、正嘉三年正月廿九日供養し侍しついでに、御宝前に参てよみ侍る。









さらに、文安 5 (1448) 年 7 月 6 日宇都宮等綱書下写（下野庵宮住撰『宇都宮史五』所収文書、






















































55) 『吾妻鏡』文治 5 年 7 月 25 日条。




59) 「造営日記」、「慈心院造営日記」（注 44) 所掲『宇都宮二荒山神社誌』資料編所収）。
60) 日光二荒山神社宝物館蔵、延徳 2 年 6 月日金銅装輿木地部銘（注 44) 所掲『宇都宮市史』第二卷
所収）。
61) 宇都宮二荒山神社文書、天文 3 年 3 月 17 日大湯屋結番次第（同上書所収）。
62) 『宇都宮故実抄』注 49) 参照。
63) 『宇都宮市史』六卷（注 44) 所掲）
64) 書陵部蔵壬生文書、保元 2 年 3 月 17 日太政官符案（『平安遺文』2876 号文書）。
65) 『吾妻鏡』、文治 5 年 9 月 17 日条。
66) 豊田武「中世の商人」（豊田武著作集第 3 卷『中世の商人と交通』、吉川弘文館、1983 年）。
67) 注 9) 参照。
68) 江藤文書、建仁 2 年 6 月近江日吉社大津神人等解（『鎌倉遺文』1309 号文書）、注 66) 所引豊田武
論文、および脇田晴子『日本中世商業発達史の研究』、御茶の水書房、1969 年など参照。




72) 注 66) 参照。
73) 例えば天龍寺門前には十五世紀半ごろ天龍寺に属する土蔵が密集していたことが『建内記』4、嘉
吉元年 9 月 3 日条（『大日本古記録』、岩波書店、1970 年）によって知られる。
74) 平泉澄『中世における社寺と社会の関係』、至文堂、1926 年、宝月圭吾「中世の祠堂銭について」、
『一志茂樹喜寿記念論集』、東筑摩郡・松本市・塩尻市郷土資料編簒会、1971 年。
75) 『松陰私語』第 4、『続群書類従』622 卷。
76) 西川幸治『日本都市史研究』、日本放送出版協会、1972 年。
77) 「本福寺跡書」、『日本思想大系 17・蓮如一向宗』所収、岩波書店、1972 年。
78) 『金山城と由来氏』、太田市教育委員会、1996 年。





82) 中田薫「起請文雑考」、『法制史論集』3 巻所収、岩波書店、1943 年。佐藤進一『新版古文書学入
門』、法政大学出版局、1997 年。
83) 『仏教史』 I（『世界宗教史叢書』7）、山川出版社、1983 年。
84) 神護寺文書、元暦 2 年正月 19 日僧文覚起請文（『平安遺文』4892 号文書）。
85) 玉山成元『中世浄土宗教団史の研究』、山喜房仏書林、1980 年。
86) 注 71) 所掲今枝愛真著書参照。
87) 芳賀幸四郎『千利休』（『日本歴史新書』）、至文堂、1963 年、村井康彦『千利休』、日本放送出版
協会、1971 年。





89) 福田徳三『経済史経済学史研究』第 2 巻（同『経済学全集』第 3 集）、同文館、1929 年、および
勝俣鎮夫「売買・質入れと所有観念」『日本の社会史』4 巻、岩波書店、1986 年。
90) 注 89) 所掲勝俣論文、桜井英治『日本中世の経済構造』岩波書店、1996 年、「中世の商人の世界」
『列島の文化史』9 巻、日本エディタースクール、1994 年。
91) 小早川家文書、暦応 3 (1340) 年卯月 26 日小早川円照置文。なお同氏は同市に対し、13 年後の文




93) 辻善之助『日本仏教史』1 ～ 6 巻、岩波書店、1944 年～1951 年。
94) 宮崎英修『禁制下不受不施派の研究』、平楽寺書店、1959 年、同『不受不施派の源流と展開』平
楽寺書店、1969 年。
70
